





Survey on implementation status of the evaluation of learning by viewpoint 
at Kanagawa Prefectural High Schools
田中 均 a）　柏木 信一郎 b）
Hitoshi TANAKA　Shinichiro KASHIWAGI
要旨：平成 30 年告示の高等学校学習指導要領に沿って文部科学省が通知した、30 文科初第 1845 号「小
学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について
（通知）」・平成 31 年 3 月 29 日（以降、「指導要録改善通知」）により、令和 4 年度（2022 年度）入学生か
ら順次、高等学校の生徒指導要録に各教科の観点別学習状況の評価（いわゆる観点別評価）が記載される












































を先行実施している神奈川県立高等学校・中等教育学校 36 校にアンケートを依頼した。36 校は、全日
制普通科高校、総合学科高校、単位制普通科高校、専門学科高校、定時制高校、通信制高校、中等教育
学校など、様々なタイプの学校を選んだ。依頼に際し、アンケートに学校名や職員名を記載しないこと























らに、同年度、平成 18 年度には観点別評価を全県立高校において実施できるよう、平成 16 年度末を目





















































　②　授業 2～ 3回に 1回程度の割合で評価している。
　③　授業 4～ 5回に 1回程度の割合で評価している。
　④　授業 6回以上に 1回程度の割合で評価している。








































































































































＜例＞　各科目の評定の平均は 3.5 ± 0.3
　（2）観点別学習状況の評価と評定との関係性
 　次に、評価に一定の範囲を持たせ（B+ と B- など）ていたり、観点別に重みをつけ評価することか

















































































































録の改善等について（通知）」平成 31 年 3 月 29 日、
（2）文部科学省「高等学校学習指導要領」平成 30 年 3 月
G-20　遠隔指導の課題の評価
G-21　遠隔授業の評価

